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快 活性 未来 数値化

ネガティブからポジティブまでの感性の脳科学研究拠点

独自３軸モデルによるワクワク感の数値化

脳・こころ・感性科学研究（ＢＭＫ）センター
Center for Brain, Mind and KANSEI Sciences Research

脳・こころ・感性科学研究センターは、4部門（ストレス医科学・感性脳科
学・こころ教育社会学・人間拡張学）が連携する広域学際研究の推進を目的
として2018年10月に設立しました。2020年4月には脳機能計測・制御部門を
加えた5部門にて人間の本質である“脳・こころ・感性”を、脳科学を中心に、
医学、工学、情報科学、人文社会科学、脳機能計測・制御など分野融合的に
探求し、感性科学の学問体系を確立するとともに、新たな大学院教育による
人材を育成します。
さらに、その成果を教育、健康、医療、ものづくり、ビジネスなどに社会実
装し、こころ豊かなハピネス社会の実現を目指します。
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■脳科学研究戦略推進プログラム
テーマ名：うつ病の病態に基づく層別化と 神経回路調整に
よる革新的診断・治療法開発

■戦略的国際脳科学研究推進プログラム
テーマ名：縦断的ＭＲＩデータに基づく成人期気分障害と
関連疾患の神経回路の解明

■ムーンショット型研究開発事業
プロジェクト名：Awareness Musicによる「こころの資本」
イノベーションと新リベラルアーツの創出

当センターは、広島大学における「脳・こころ・感性」に関する中核研究施設となっており、感
性のネガティブからポジティブまでの脳科学の研究、教育（人材育成）、産学連携（社会実装）
を展開する、世界でオンリーワンのグローバル拠点です。
本拠点は文部科学省・革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）「精神的価値が
成長する感性イノベーション拠点」および日本医療研究開発機構（AMED）脳科学研究戦略推進
プログラム「うつ病研究拠点」、内閣府/JST「ムーンショット型研究開発事業」などの公的研
究費の補助を受けており、感性脳科学の研究および教育を推進するとともに、健康、医療、教育、
ものづくりへの社会実装を展開する企業との産学連携を積極的に推進しています。

BMKセンターで推進中のプログラム

世界オンリーワン
センター長 山脇 成人

センターの体制・役割

センターの活動

感性可視化の例

特許第6590411号

オープンイノベーション事業本部 学術・社会連携推進機構

医療系TR機構 教育推進機構国際交流推進機構

総合戦略室

広島大学支援体制 独自３軸モデルによる感性の可視化
（ワクワクメータ）
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従来の円環（2軸）モデル 期待感（過去－未来）を加えた
独自３軸モデル

学 長

部門長：本田直樹 教授
大学院統合生命科学研究科

部門長：岡本泰昌 教授
大学院医系科学研究科

部門長：中尾 敬 准教授
大学院人間社会科学研究科

部門長：山脇成人 特任教授
脳･こころ･感性科学研究センター

センター長

感性脳科学部門

ストレス医科学部門

感性脳情報学部門

こころ教育・社会学部門

脳機能解析技術（fMRI、EEGなど）を用いた感性・感情・意
欲などのこころの脳メカニズムの解明、感性・こころの機能
の可視化技術および神経モデル化技術の開発

脳科学・感性科学の健康増進・保健・医療への応用、ストレ
スの可視化、ストレス予防、ストレス関連疾患の病態解明お
よび診断・治療・予防法開発研究

数理的アプローチによる、情動を司る神経回路のモデル化、行動
時系列から行動戦略や意思決定の異常、心の葛藤・揺れを解読す
る手法の開発、神経回路構造の背後にある配線ルールの解読、脳
活動イメージングデータから脳内情報処理のシステム同定

学校や職場などの社会生活場面における行動・生体情報から
の感性・こころの測定技術の開発、科学的知見に基づく教
育・人材育成法および心身の健康増進法の開発

部門長：眞溪 歩 教授
脳･こころ･感性科学研究センター

頭表に取り付けたエレクトロニクスによって、脳波電流の伝
播特性を調節し、脳機能を促進・抑制する経頭蓋細胞外イン
ピーダンス制御法の開発、ならびにその認知科学・医療応用

脳機能計測・制御部門
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研究の取り組み例

製品・サービス分野（感性価値の産業応用）

・ストレス対策・うつ病予防

・いじめ防止・依存症（ゲーム・ギャンブル）

・災害時の避難行動対策・心のケア

・製品開発（ものづくり）・生産性向上

・衣食住のサービス産業・産学連携

・教育現場への応用・国際連携

fMRI（機能的磁気共鳴画像） 触覚刺激の脳波計測 経頭蓋細胞外インピーダンス制御

人の感覚運動機能の理解に基づく
ヒューマンインタフェース開発

感覚・知覚機能の拡張技術 末梢生理指標計測 バーチャルリアリティ環境
を用いた心理実験

広域学際連携 最新最新脳科学研究 教育・人材育成新学問体系

ネガティブ感性

社会実装

ヘルスケア分野（公的保険外サービス）
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■COIプログラム（加速支援）
プロジェクト名：Well-Being 社会に貢献する感性統合解析
パッケージ DX の社会実装
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